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私は韓国から交換留学生として来たジョン・ミランと申します。私は2021年の4

月からお茶大の授業を受けるようになりました。しかし、新型コロナウイルスの影

響で、ビザが取れない状況が今までずっと続き、非対面で1年間の留学を終えるよ

うになりました。これから、その1年間の非対面留学の経験についてお話したいと

思います。 

 お茶大では、コロナの影響でほとんどの授業が「ZOOM」という会議プログラム

を使った非対面授業で行われました。そのため、韓国にいても問題なく授業に参加

することができました。私はお茶大の授業の中でも、留学生を対象とした授業を中

心に受けました。留学生授業は15人を過ぎない少人数で行われることが多く、ZOO

Mのブレイクアウトルームを使った留学生たちとのディスカッションを通して、

様々な視点の意見を交わすことができました。留学生授業の中では、日本語事情演

習5Aや日本語演習4Bのように、お茶大の学部生と一緒に行う授業もあります。そ

の授業では、日本人の学生とグループを組んで課題を行ったり意見を交わしたりす

るので、日本人学生と協力しながら課題を遂行する方法を身につけられました。 

 しかし、非対面の授業だからか、課題の量が私には多いと感じられました。その

中には、留学生とのチームワークの課題もあり、時差とかネットの調子のような問

題で、連絡を取ることさえ簡単ではありませんでした。それから、友達を作ること

が難しいと感じました。授業で同じグループにならない限り、プライベートに連絡

することもなく、LINEを交換するようになっても、非対面で親睦を深めることは難

しいので、このようなところが非対面留学の最も大きな短所だったと感じていま

す。 

日本に行けなくなったことはとても残念ですが、それでも、お茶大で経験した一

年は、私にとってこれから二度と経験できないようなとても貴重な時間でした。私

がこうやって無事に留学生活を終えることができたのは、留学生を支えてくれた国

際課のみなさんや萩原先生、松田先生、そして担当教官の森山先生を含めたお茶大

のみなさんが手伝ってくれたおかげです。みなさん、一年の間本当にありがとうご



ざいました。以上で、留学体験作文を終わらせたいと思います。

 

 

 

 

 

 

 

 

発表で使ったPPT 

お茶小に送った動画 



 

 

 

インタビュー記事 


